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いよいよ、約５０人の国内外作家が参加する船坂ビエンナーレ２０１２がオープンします。
開催前日の１０月２０日(土)に、船坂地域の皆様を対象とした作品の内覧会とオープニングセレモニー
が行われます。ご家族、ご近所お誘いあわせの上多数のみなさまのお越しをお待ちしてます。

阪神シニア合唱団うたごえでオープン

船坂ふれあいひろば収穫祭

お楽しみに～！！

１０月２０日(土) オープニングセレモニー プログラム
○午後１時から作品内覧会
(旧船坂小、古民家、アリス、野外など)
・ランチルームで「案内地図入りパンフレット」を受け取って、
各自自由に展示作品鑑賞。
(作家さんが作品の前で作品説明を行います）
（１０月２０日限定)

○午後３時３０分からオープニングセレモニー
(旧船坂小体育館)
・阪神シニア合唱団(４０人編成)による旧船坂小校歌、
日本のうた、世界のうた。
・主催者あいさつ
・来賓あいさつ(知事、市長、市議会議長の予定)
・参加作家紹介

１０月２８日(日)は 船坂ふれあいひろば収穫祭です
今年は、ビエンナーレの最中に収穫祭が開催されます。
船坂産の美味しい野菜や加工品、そしていろんな屋台
が並ぶ予定です。今年も、船坂の手打ちそばなどの販売
があります。皆様お誘いあわせの上、多数ご参加ください。
と き １０月２８日(日) 午前１０時から午後１時まで
ところ 旧船坂小学校運動場

(雨天の場合は、旧船坂小体育館)
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与志朗

この山中では慰めてくれる人もありません。しばら

くして、気を取り戻しましたがもはや生きていく望み

もなくなり死を覚悟しました。背中に負うていた琴を

前に置き、京の方に向かい亡くなった夫と愛児の

ため、又今死んでいくわが身を弔うため静かに生者

必滅の曲を奏なでました。無限の悲しみをこめた琴

の音は谷から谷へと鳴り響きました。奏なで終えた

浅茅は自分で自分の命を断ち切ったのでした。

それからのことです。この山の下を通ると美しい、

悲しい琴の音が聞こえるようになりました。時には

乳を求めて泣く赤児の声も聞こえました。以来、村

人はこの山に琴鳴山と、谷を赤子谷と呼ぶようにな

ったと伝えます。

生瀬を過ぎ、湯山街道が太多田川を左折して

すぐの右側の山を琴鳴山と呼んでいます。

平安時代の昔、左大臣万里小路盛通の子息

で通麿という若者が浅茅という京の妓女と相思の

仲となりました。しかし、身分が違いますので許さ

れるべくもなく、二人は手に手をとって有馬の地

に逃げて来ました。浅茅の歌と琴に通麿の笙を

合わせて湯治の客から生活の糧を稼いでおりま

した。二人の間には、可愛い赤ちゃんも生まれ、

貧しいながらも楽しい日々を暮らしていました。

しかし、それもつかの間、ふとしたことから通麿

は病の床につき、まもなく最愛の妻子を残して

亡くなりました。浅茅の悲嘆は大変なものでした。

幼い乳飲み子を抱いて涙の日々を送っていま

したが、やがて気を取り直し、京に帰って立派な

男に育てようと決心しました。そして有馬を後に

船坂を過ぎて山を下ってきました。生瀬近くの

山中に来た時、突然抱いていた赤児が火のつ

くように泣き出しました。乳を含ませましたが、

今までの心労のため乳がでません。すでに弱っ

ていた小さな子供の命は保ちこたえることがで

きず死んでしまいました。浅茅は重ねての不幸

に気も狂い泣き崩れてしまいました。

『琴鳴山の話』
船坂民話再掘 （１０）

挿 絵 ： 橋 本 綾 香

地元講師講演会お知らせ

10月27日（土）、午後１時３０分～午後３時。山口

センター４階で、船坂の坂田芳郎さんの講演会議

「ふるさとの民話」が開かれます。

地元の方が講師となって行う講演会ですので、

多数の方のご参加をお待ちいたしております。

連絡先 山口公民館：078-904-0287

上中 道子：078-904-2448

（山口公民館推進委員 上中道子）

秋風を感じる9月13日、老人クラブで「いき

いき講座」が開かれ多勢の出席。

「ウェルビーイング・アミーゴ公演」で尺八と

三味線の音色で懐かしい曲を演奏され皆で

歌い、途中体操をして身体の運動もし，終わ

りには炭坑節を三味線伴奏で歌う人あり踊る

人ありで大きい輪が出来て、時が経つのも

忘れるほど楽しい一日でした。（梅原敏子）

シング&ダンス！



船坂住民数珠つなぎ
●今月はグラウンドゴルフをはじめ、多方面で活動
されている亥角秋枝さんのご登場です。

グラウンドゴルフ部 ※左から３番目が亥角秋枝さん

ゲートボール部はありましたが廃部になっていたので、ＳＣ２１船坂に「グラウンドゴルフをやってみた
いんだけど…」と相談したところ、たまたまＳＣ２１が用具を持っていたこともあって、老人クラブで参加
者を募ってもらって平成１９年４月にグラウンドゴルフ部を立ち上げることができたんです。
―グラウンドゴルフの前は何か船坂でされていたんですか？
な～んにもしてませんでした（笑）。船坂に嫁いできて、縁あって船坂農協（当時）に昭和５１年から勤
めることになって、農機具や生活用品を扱う部署にいました。その頃の船坂農協は食料品や日用品
が揃った小さなスーパーマーケットみたいな感じだったんですよ。転勤で半年ほど離れたことはありま
すが、それ以外はずっと子育てしながら定年まで船坂で働きました。そんな状況を周りの人が配慮し
てくれたこともあって、地域のことに主だって関わることはほとんどありませんでした。
―グラウンドゴルフ部の概略を教えてください。
最初は船坂公園でやってました。ＳＣ２１の協力で市の指導員さんに来てもらってルールやゲーム
進行を教わったりしたながら、山口町の大会にも参加しはじめました。今は船坂小学校のグラウンドで
水曜日と金曜日に、季節によって時間帯を変更しながら活動しています。ゼロからのスタートでしたが、
やってみたら本当に楽しいんです。マイボールやマイクラブを持ったりしてますが全然上達しなくて
「何年やったら上手になるんやろ～（笑）」と言いながらとても和気あいあいとやっています。「一度やっ
てみたいなぁ」という人がもしいらっしゃったら、ぜひいちど参加していただきたいですね。
―とても充実した時間を過ごされてますね。
定年になってからはお友達と旅行したり、東京や大阪に住む子どもと孫のところを行ったり来たりして
います。船坂ではヨガ教室に通ってますし、小学校跡地の管理当番もしてます。また、声をかけてもら
って船坂ランチの手伝いや船坂の産物を加工して商品化を目指す加工グループにも参加してます。
定年後に病気を患って塞いでいた時期もありましたが、今はいろんな事に参加して若い人たちと一緒
に活動することですごく元気になり、とても楽しい日々を過ごしています。ワァワァ言いもって楽しい時
間・楽しい日々を過ごす、これが私の健康法ですね（笑）。 （インタビュアー：中西・黒木）

―グラウンドゴルフをはじめたきっかけは？
仕事が定年になって暇になり、何かやりたいなぁと
思っていた時、グラウンドゴルフのことを耳にした記
憶があったので、インターネット等で調べてみました。
そうしたら基本的には個人競技なので自分が失敗
してチームの人に迷惑かけることもないし、ルール
も簡単なので「これは私に向いてるかも？」と興味
を持ち出したのがきっかけです。
―その時はまだクラブとしてなかったんですよね。



船坂コミュニティからのお知らせ

１０月２１日（日）から始まるビエンナーレの期間中、

毎週土・日にカレーとランチをする予定です。

５０食限定で金額も期間中は５００円となります。蕎

麦ランチは８００円となります。

船坂の食材を使って少しでもいいものを出したい

と思っています。ランチ、カレー、そばの開始時間は、

いずれも１２時からです。

（旧船坂小学校管理運営委員会）

船坂ふれあいんぴっくの一日

編集委員：平井さんの逝去を悼む

サウスポーから打ち出す切れのいいサーブが内ふところに入ってくると、リターンするのが難しかった。

９月１８日早朝、その平井雅博編集委員が突然他界された。多方面で活躍された仲間の死去の知らせに呆然とした。

地域情報の交流を目的に船坂新聞を立ち上げたのが丁度４年前の１０月。平井さんは常に新しいまちづくりに燃え

ていた。新住民や他地域の人達を区分することなく暖かく迎え、新しいまちづくりに専念され、いろんな活動分野で

常にリーダーシップを発揮されてきた。最近は、船坂に新しい産業を興そうと加工品グループを立ち上げ、山口町

連合自治会ホームページの編集長も勤めておられた。

まるで江戸末期に長州藩士を匿い、明治初期の船坂に文明開花をもたらした平井佐右衛門(初代有馬郡長)さんの

再来かと思えた。船坂の星だった平井さん逝去のショックは大きい。

平井さんの墓前に誓いたい。「悲しみを乗り越え、きっと貴方の遺志を受け継ぎます」と。 （船坂新聞編集委員一同）

１０月７日（日）、毎年恒例の〝船坂ふれあいんぴっく〟が今年も無事開催されました。老幼男女

が力をあわせた玉入れ、ちょこちょこ走る姿が微笑ましいおやつとり競争、想像以上に早く進めな

いサバイバルリレー、恥じらい吹き飛ぶパン食い競争、着せ替えの順位よりも仮装の出来栄えに

注目集まる「あなたにおまかせ」、楽をしようと思うのになぜか結局全力だしきる大綱引き、最後は

地元の船坂音頭でしめつつ、抽選会の結果に一喜一憂。

ほがらかに楽しめる小さな地元の運動会。未体験の方はいちど参加してみませんか。このほのぼ

の加減は、見るだけでもかなりの〝癒し〟になることこの上ありません(*^_^*) （中西 学）
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船坂のサークル活動


